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あまりにも長い間、愚か者にカネの雨が降っていた・・

テスラのイーロン・マスクCEOがツイッター上で、米
国経済がリセッションに陥ることは「有益だ」との考え
を示した。他の投稿者からの「米国経済はリセッショ
ンに近づいているのか」との質問に対して答えたもの
だ。さらに次のようにツイートしている。

「あまりにも長い間、愚か者にカネの雨が降ってい
た。いくつかの倒産が起こる必要がある。また、コロ
ナ禍におけるステイホームのようなものが人々を騙し、
実際には一生懸命働く必要がないと思わせている。
怠惰な目覚めがやってくるだろう」

出所：ツイッター
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そのリセッションはどれくらい続くのかとの質問を受
け、次のようにツイートした。

「過去の経験からすると12ヶ月から18ヶ月だろう。
本質的にキャッシュフローがマイナスの企業（つま
り価値を破壊している企業）は、リソースの無駄
遣いを止めるために滅びる必要がある」

景気後退期は「非効率的な生産者（ゾンビ企業）と
無礼な投機家の一統を一掃する」期間

出所：ツイッター
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現在、米国ではレバレッジドローンの市場が崩壊し、リスクパリ
ティ(RPAR＝レイ・ダリオの運用手法のコピー)の債券/株式/不
動産のデレバレッジによるシステミックリスク、高いプライベートエク
イティ(PSP)、高いシンジケートローンへのPEエクスポージャー、
政府系ファンド、投機技術におけるクレジットイベント、シャドーバ
ンキング、米国消費者の今買って後払いモデル、欧州クレジット/
銀行/住宅、新興市場、ゾンビ会社などなど、多くの問題が発生
している。イーロン・マスクのツイートは、これらの動きに警鐘を鳴ら
したものだろう。
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出所：ツイッター
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出所：ツイッター



9出所：ツイッター



10出所：ツイッター



レイ・ダリオの「帝国のビッグサイクル」

出所：リンクトイン （レイ・ダリオ）

簡単に言えば、新しいルールセットが新しい世界秩序を確立
した後、典型的には平和で繁栄した時代が来る。人々がこう
いった状態に慣れると、彼らはますます今後も繁栄すると期待
し、繁栄の見返りを得ようとお金を借りて、それが最終的にバ
ブルにつながる。繁栄が増すにつれて、富の格差は拡大する。

やがて債務バブルが崩壊し、お金や信用供与の印刷と内部
紛争の増加につながり、平和的かもしれないし、暴力的かも
しれない富の再分配の革命につながる。

典型的には、サイクルの後半では、それ以前の経済・地政学
的戦争に勝った主要帝国は、その繁栄期に栄えてきたライバ
ル勢力に比べて強力ではなく、悪い経済状況と権力国同士
の意見の相違は通常は何らかの戦争につながる。

これらの負債、経済、国内、そして世界の秩序が革命や戦争
で壊れると新しい勝者と敗者が生まれる。そして勝者が集まり
新しい国内、そして国際的な秩序を作り上げる。

(レイ・ダリオ)
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株式相場は急落した後、底入れまで４段階のプロセスに従うことが多い

5月25日のブルームバーグの記事『米国株にさらなる下落余地、４段階の株式市場サイクルが示唆』のなかで、
ネットデービスリサーチの予測が取り上げられている。

ネッド・デービス・リサーチの米国担当チーフストラテジスト、エド・クリソルド氏とシニアクオンツアナリスト、タン・グエン
氏によると、株式相場は急落した後、底入れまで４段階のプロセスに従うことが多いという。

第１段階：主要な指数が極めて売られ過ぎの水準に低下する。

第２段階：相場は上昇する。

第３段階：反発が持続するか確認するために再び安値を試す。

底入れの最終第4段階：短期間に下落銘柄数と比べて上昇銘柄数が極めて多くなる
「ブレドス・スラスト（breadth thrust）」のクラスターが発生する。
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「ネッド・デービスの複数の指標に基づくと、現時点ではこのサイクルの第１段階のみに到達している。Ｓ＆Ｐ
500種株価指数が買われ過ぎか売られ過ぎかを判断する際に使われるモメンタム指標、ストキャスティクス
（14日間）は４月26日に0.045と、2018年12月24日以来の水準に低下した。クリソルド、グエン両氏は
顧客向けリポートで「結論を言えば、市場は第１段階（売られ過ぎ）を達成し、第２段階（上昇）を試しつ
つある。市場が第４段階（ブレドス・スラスト）に移行できるまで、このプロセスは進行中だと考えている。クリ
ソルド、グエン両氏は顧客向けリポートで「結論を言えば、市場は第１段階（売られ過ぎ）を達成し、第２段
階（上昇）を試しつつある。市場が第４段階（ブレドス・スラスト）に移行できるまで、このプロセスは進行中
だと考えていると指摘した」

出所：（5月25日ブルームバーグ『米国株にさらなる下落余地、４段階の株式市場サイクルが示唆』）

ネッド・デービス・リサーチの予測が正しければ、現在の相場は「２段階：相場は上昇する」のフェーズにあり、
現在の米国株の上昇は大きな下落相場の中のあや戻しに過ぎないだろう。

米国株もドル/円も資源国通貨（株価連動のクロス円通貨）も現在、リバウンド相場となっている。われわれ
市場参加者にとっての問題は、このあや戻しが、1か月程度なのか２、３か月続くのかである。
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ネッド・デービスによれば、
Ｓ＆Ｐ500種株価指数が買われ過ぎか売られ過ぎかを判断する際に使われるモメンタム指標、

ストキャスティクス（14日間）は４月26日に0.045と、
2018年12月24日以来の水準に低下した。

現在、米国市場では、「あと3回
50bpsの引き上げを行った後、
FRBは無期限に休止する」という
憶測報道が流れている。おそらく意
図的に流されているのだろう。

＊アヤ戻し（あやもどし）
相場は下降傾向にあるときに、反
動的に一時ちょっと上げること。

出所：ネッドデービスリサーチ
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出所：Twitter
出所：楽天MT4・石原順インディケーター

S＆P500CFD（週足）
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ナスダック100CFD（日足））

出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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ナスダック100CFD（週足））

出所：楽天MT4・石原順インディケーター
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恐怖と欲望指数は相場の底を教えてくれる!? 【トウシル 石原順】
https://media.rakuten-sec.net/articles/-/1875

CNN『恐怖と欲望指数』

出所：CNNビジネス
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CNN『恐怖と欲望指数』の推移

出所：CNNビジネス
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ARK Innovation ETF（日中足）

出所：グーグルファイナンス
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エクソンモービル（日足）

出所：筆者作成
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シェブロン（日足）

出所：筆者作成



23出所：パンローリングカスタムチャート



24出所：パンローリングカスタムチャート



25出所：パンローリングカスタムチャート



26出所：パンローリングカスタムチャート


